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Abstract: In this study, land-use data over the last 100-years have been developed by GIS 

technology. And then, the land-use data was overlaid by geographical data such as elevation and 

geology to analyze the relationship between land-use change and geography. As a result, it was 

shown that land-use had been advanced in the topological features where natural disasters was easy 

to emerge. 
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1. はじめに 

 これまで住居に適さないとされてきた土地へ

の開発や，土地利用の用途変更が，斜面崩壊や河

川の氾濫などの自然災害によるリスクを増加さ

せていることが一般的に指摘されている  (丸山 

ら, 1994)(水田, 2003)。そのため，社会と自然

がどのように関わり形成されてきたのかを知り，

自然災害との関係を把握することは，自然災害の

リスクを低減させ，持続可能な土地利用を可能に

するための重要な知見となりうる。 

本研究では福岡県西部に位置する糸島市を対

象とし，地形・地質と土地利用の関わりを分析す

るとともに，土地利用の変遷が災害リスクをどの

ように増加させてきたのかを明らかにする。具体

的には，約 100 年にわたる土地利用データを標高

や地質などの地形データと重ね合わせ，開発によ

り改変された土地の地形的な特徴を把握する。さ

らに，現在の斜面災害，洪水ハザードマップと重

ねることで，土地利用の変遷と自然災害リスクの

関係を明らかにする。 

 

 

 

2. データ整備 

2.1 土地利用データ 

1976 年以降の土地利用データには，国土交通省

国土数値情報の「土地利用細分メッシュ」を利用

した。1900 年，1950 年の土地利用データについ

ては，明治 33 年，昭和 25 年頃に全国規模で発行

された5万分の1旧版地形図の謄本をもとに作成

した。作成手法は，初めに土地利用の判別を容易

にするため彩色し，スキャナで画像データとした

後に位置情報を付加した。土地利用区分は，旧版

地形図の土地利用境界・地図記号の不明確さなど

を考慮して，農用地，森林，市街地，河川，海浜，

海の 6 種類に限定した。次に，GIS 上で土地利用

境界をトレースし，土地利用ポリゴンを作成した。

最後に，国土数値情報と同等の 100m メッシュデ

ータへと変換することで土地利用データの作成

を行った。国土数値情報との比較を行った結果，

この方法による誤差は 3%以下であることを確認

した。(池見ら，2008) 

2.2 地質・地形データ 

地質データは，産業技術総合研究所地質調査総

合センターの 20 万分の 1 シームレス地質図を用

いた。地形分類データは国土交通省の 20万分の 1 
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表-1 各年代の土地利用の面積(ha)（カッコ内は割合） 

図-1 各年代の土地利用図 

(a) 1900 年の土地利用 (b) 1950 年の土地利用 

(c) 1976 年の土地利用 (d) 2009 年の土地利用 

土地分類調査のデータを使用した。標高データは

国土地理院の公開している10mメッシュ標高を使

用した。 

2.3 自然災害データ 

自然災害のデータには糸島市がハザードマッ

プに使用している洪水氾濫データと斜面災害デ

ータを使用する。洪水氾濫データは雷山川と瑞梅

寺川の堤防が破堤した時に想定される最大の浸

水区域のメッシュデータであり，深さと流速の情

報が含まれている。斜面災害データは，土石流と

地すべりを対象としてそれぞれ警戒区域と特別

警戒区域に分類したポリゴンデータである。 

 

3. 土地利用変化と地形の関わり 

3.1 土地利用の変遷 

糸島市における1900年から2009年までの農用

地，森林，市街地の面積と割合を表-1 に，特徴が

よく見られる 1900，1950，1976，2009 年の土地

利用の分布を図-1 に示す。  

1900 年の各土地利用の面積は，農用地が全体の

38.3%，森林が 57.8%，市街地が 1.5%を占めてい

る。農用地は河川の周りに広く分布している一方，

市街地の規模は小さく河川や森林の近くに点在

している。1950年では，農用地がやや減少し37.3%，

森林と市街地が増加しそれぞれ 58.3%，3.1%とな

っている。1900 年と比較して市街地の規模が大き

くなっているものの，分布の傾向は変わっていな

い。1976 年では農用地が増加し 38.6%，森林は大

きく減少し50.7%，市街地が5.2%に増加している。

それまで局所的に分布していた市街地が無秩序

landuse\year 1900 1950 1976 1987 1991 1997 2006 2009

農用地 8276 (38.3) 8042 (37.3) 8335 (38.6) 7962 (36.9) 7922 (36.7) 7655 (35.5) 7392 (34.2) 7288 (33.8)
森林 12470 (57.8) 12589 (58.3) 10941 (50.7) 10856 (50.3) 10811 (50.1) 10611 (49.2) 10457 (48.5) 10883 (50.4)

市街地 334 (1.5) 660 (3.1) 1124 (5.2) 1326 (6.1) 1324 (6.1) 1624 (7.5) 1836 (8.5) 2212 (10.2)



 図-4 市街地面積の変化と地質 

 図-3 標高と地質の分布 

 図-2 地質と地形の分布 

に点在し，土地利用の境界が不明瞭になっている。

その後，農用地は減少する一方で市街地は増加を

続け，2009 年では農用地が 33.8%，森林が 50.4%，

市街地が 10.2%となる。1976 年以降，点在してい

た市街地のすきまを埋めるように，農用地から市

街地へと開発が行われてきた様子が確認できる。 

3.2 地質と地形の特徴 

糸島市全域における地質と地形の面積を図-２

に示す。もっとも広く分布している地形は山地急

斜面に分類される地形であり，その多くは花コウ

岩類，結晶片岩類からなり，一部が完新統から形

成されている。次に広く分布しているのは谷底平

野・扇状地であり，こちらは完新統から主に形成

されており，花コウ岩類の地質も多くみられる。 

次に，地質と標高の関係を図-３に示す。完新

統は標高の低い土地に卓越して分布しており，更

新統は標高10mから50m付近に集中して分布して

いる。また，この地域の特徴として山地を形成す

る花コウ岩類が標高の低い土地にも多く分布し

ていることが挙げられる。 

3.3 土地利用変化と地質・地形の関わり 

 市街地面積の変化と地質の関係を図-４に示す。

どの年代も完新統での開発がもっとも顕著であ

るが，1900 年当時は割合の低かった花コウ岩類に

おける開発が増加傾向にある。また，更新統と結

晶片岩類における市街地面積は 1976 年以降ほと

んど増加していない。 

1900 年当時，完新統からなる平野部の中で，比

較的標高の高い土地で小規模な開発が行われ市

街地が形成されてきた。しかし，1950 年以降はそ

のような土地での開発が限界に達し，その周辺に

分布する標高の低い土地が市街地として利用さ

れることとなった。また，1900 年には花コウ岩類

において市街地の分布はあまり見られなかった

が，市街地の拡大に伴いこの地域に特徴的な，標

高の低い土地に分布する花コウ岩類地質への開

発が行われるようになった。 

 

4. 土地利用の変遷と災害リスク 

4.1 土地利用変化と洪水災害 

 浸水想定区域内における市街地面積の変化を

表-２に示す。1900 年と 2006 年の市街地面積を比

較すると約 10 倍の値となっており，全体の土地

利用と比較しても大きい。また，近年では浸水深

さの大きい土地における割合も増加している。 

図-５に浸水想定区域，1900 年の市街地と 2009

年の市街地の分布を示す。当時の市街地は浸水想



 図-６ 市街地の変化と斜面災害警戒区域 

ha
地質\Year 1900 1950 1976 1987 1997 2006 2009

花崗岩類 24 35 68 65 79 77 76
結晶片岩類 3 4 24 19 20 19 25

更新統 5 9 15 15 19 17 16
完新統 10 17 59 51 59 60 76
合計 43 65 166 150 177 173 192

 表-３ 斜面災害区域における市街地面積の変化と地質 

定区域の外，あるいは自然堤防など水深の浅い土

地に分布していた。 

2009 年の市街地を見ると，河川と河川の間で市

街地のすきまを埋めるように市街地が開発され

てきたことが分かる。1950 年までは微高地に分布

していた市街地を中心として開発が行われてき

たが，それ以降は地形を無視した市街地化が進ん

だことがよく確認できる。このような土地での開

発が更に進んでいけば，水害リスクが増加してい

くことは明らかである。 

4.2 土地利用変化と斜面災害 

 表-３に斜面災害警戒区域内における市街地面

積の変化を地質ごとに示す。標高の高い土地で開

発が行われた1950年から1976年にかけて市街地

面積が大きく増加している。地質の割合をみると

完新統と花崗岩類での分布が多い。 

 図-６に地質，斜面災害の警戒区域と市街地の

分布を示す。警戒区域内には結晶片岩類，花崗岩

類の地質が多く分布しており，1900 年当時の市街

地はほとんどが警戒区域外に分布している。1950

年以降の土地利用変化に伴い，市街地が花コウ岩

や完新統が分布する河川の上流や山地の方向へ

拡大した結果，斜面災害の恐れがある土地に市街

地が多く分布するようになった。 

 

5. おわりに 

本研究では，土地利用の変遷と地形，自然災害

リスクの関係を時間・空間的に把握することを目

的とし，GIS により分析を行った。その結果，以

下のことが明らかになった。 

1) 1950 年までの比較的標高の高い土地での開発

が限界を迎え，それらの土地よりも低い土地で大

規模な市街地が形成されるようになった。 

2) この地域の特徴として，標高の低い土地に花

コウ岩が分布しており，そのような特徴を持つ土

地で市街地が開発されてきた。 

3) 1950 年以降の土地利用変化，地形・地質の地

域的な特徴が洪水災害，斜面災害に対するリスク

を増加させている。 
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 図-５ 市街地の変化と浸水想定区域 

ha（カッコ内は%）

1900 1950 1976 1987 1997 2006 2009

~0.5m 20 (70) 31 (63) 65 (68) 105 (64) 131 (64) 153 (62) 173 (60)

0.5m~1.0m 7 (24) 16 (32) 22 (22) 40 (24) 49 (23) 60 (24) 75 (26)

1.0m~ 1 (4) 2 (3) 8 (8) 18 (11) 24 (11) 31 (12) 38 (13)

合計 28 49 94 162 203 244 286

 表-２ 浸水想定区域における市街地面積の変化 


